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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

・　７/31に1階、2階のスタッフルームの鍵の工事を行う予定。工事の音が大きいと思われる為、プログラムへ支障がある場合は内容を考える事。

· 本日から毎週月曜日、SSTへ小嶋心理士が参加する事になった為、担当スタッフは事前に参加メンバーの状況や行う内容を話し合っておく事。

· 7月分の経過連絡を作成すること（期限：8/7）

· 中級試験対象者は希望日について各自で、総務へ連絡すること。

· 井畑　光湖様が本日退院。13時からの退院療養検討会議へ出席（出席者：下舘SGM）本人より退院後は週３回利用したいと希望ある。

· 納涼会参加費及び、不参加届けが明日までの為、期日までに提出する事。

· 月舘が体調不良の為、３ヶ月間の病欠に入る予定。それに伴い、勤務変更の可能性がある為、各自確認しておく事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜外来情報＞

· 本多　富美様　～「エアロビクスが楽しく、デイケアに慣れてきた」と話されている。早朝覚性が　　　
　　　　　　　　あると話されグットミンが増薬されている。　　　　　　　　　　

· 晴山　美智子様～「風邪をひいた為病院に通院している。体調が悪い為食事は食べたり食べなかっ　　　
　　　　　　　　たりしている」と話されている。体重99.0kg。前回受診時より－0.5kg。主治医　　　　　
　　　　　　　　より今の調子で少しずつ体重を減らすよう助言あり。　

・　我満　奈津紀様～｢子供の学校が夏休みの為、子供と一緒にデイケアの来ている｣「部屋の片付けはしているが、物を積み上げているだけで上手く出来ない」と話されている。「子供はお盆、父の所へ泊まりに行く」と話されている。

· 本田　英之様　～「1週間忙しかったけれど、デイケアが楽しくなってきた」「.睡眠は6時間～8
　　　　　　　　時間取れている」と話されている。来週3日～6日まで東京に行き、その後も日　　
　　　　　　　　時ははっきりしていないが、試験の為東京にまた行くと話され、薬が3週間処方　　　　　
　　　　　　　　となっている。

· 森田　清助様～　「ナイトケアのプログラムは以前と変わらない」「映画鑑賞はあまり面白くない」　　　　
　　　　　　　　「頭痛は時々あるがすぐ治る」と話されている。

＜利用者様情報＞

· 久保　興介様～7/27（金）体験利用される。エアロビ参加後に体調不良を訴え、頓服薬（精神薬）
を服用。不調の理由として①運動プログラム参加時に適度な休憩をとることができなかった　②初めてのプログラムへの参加で、緊張していた。と話す。バイタルサインは異常なし。頓服薬服用後、臥床して過ごされており、15時頃母様の迎えにて帰宅される。母様より、さくら病院からの主治医意見書作成が1週間ほどかかるとのこと。作成終了後に正式利用へ移行したいと話される。　　　　　　　　　　　　

本日、来所時に母様より「この前具合が悪くなったので、今日は早く帰るかもしれないです。本人が具合悪くなったら帰ります。」と話がある。運動プログラムへ参加されるが、不調の訴えは聞かれない。
· 袴田　淑子様～エアロビクス参加時に、全身の震えが見られており、起立での参加が難しい様子。　　
　　　　　　　グループ変更の検討をしていく。
· 北村　奈美様～7/27（金）に体験利用している。13時頃に父様の送迎にて来所される。他メンバ
ーとの交流を自ら持つ姿みられる。面談にて毎週金曜日14時～16時の利用を希望。定時来所について話すが、「人と話すのが苦手なんです。だから慣れてから時間の幅を広げていきたいんです。」と話される。次回は8/10（金）14時～16時まで体験利用を希望されている。
· 江刺家陽輝様～レクダンス参加時に途中、イスに座っていることがある。眠気の訴えあるが、睡眠
　　　　　　　時間の確保は出来ているとの事。

· 繁名　和恵様～幻聴の訴えあり、リスパダール服用している。内容としては、「美智子様が松平
　　　　　　　病院で仕事を出来るように手配してくれたけど、（大久保）律子さんが邪魔をして
　　　　　　　仕事が出来なくなった」という幻聴との事。
　　　　　　　幻聴である事は判断できており、幻聴による頭痛がひどいと話される。午後は休み
　　　　　　　ながら様子を見る事としている。

<プログラム検討＞

· 各プログラムのレベル別に合わせた手順書作成を下館SGMに提出。

· 各プログラム担当者は8/7（火）までにテキストを作成すること。









